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現工場では、生産に限りがあり、
受注を控えている状態が続いてい
る同社だが、２００９年２月をめ
どに、本社工場の移転を計画して
いる。
場所は「九州大学学術都市推進
機構」企業誘致プロジェクトの対
象となっている前原市。敷地面積
５０００㎡と、今の約３．５倍の
広さとなる新工場では、生産能力
も３倍向上するという。２００８
年４月に着工、０９年２月に稼動
を予定している。

ここ数年、同社は、首都圏を中
心とした東日本地域での売上げが
好調に推移している。外食から中
食へと変化する食生活とともに、
関東の生協を中心に販売個数を増
やしている。家庭でいつでも味わ
うことのできる便利さが支持され、
商品を掲載するたび数万個の注文
があるという。なかでも人気のモ
ンブランシリーズとチーズケーキ
は、掲載とともに数十万個と注文
が殺到し、製造が追いつかず、工
場の稼働時間を延長して生産する
日もあるという。
一方、業務用商品もスポンジケー
キやベースとなる商品の受注が増
えている。市場調査のもと本格洋
菓子店の味を厳選した原料、工法
で冷凍、耐久性に優れていること
から高い評価を得ている。
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五洋食品産業㈱

「本当の美味しさを届けたい」
と、独自の冷凍技術を駆使した製
法で洋菓子製造を手掛る五洋食品
産業。
「安心・安全」を掲げ、厳しく
設定した衛生管理のもと「本物志
向の味」を追及し、生産された冷
凍洋菓子は、ホテルやレストラン、

一般家庭など幅広いマーケットに
提供されている。卸業者や生協を
通しての販売となるため「五洋ブ
ランド」として商品を目にする機
会は少ないが、「どこかで一度は口
にしたことのある味」と言えるの
が同社の洋菓子だ。

１９７５年ピザ用ナチュラルチ
ーズの加工で創業した同社は、食
生活の変化とともに、洋菓子製造
へシフト。当時、得意としていた
冷凍技術を生かした業務用ケーキ
の開発に力を注いだ。時代ととも
に、「ケーキ」から「スウィーツ」
へと変化を遂げ、「冷凍だから・・」
という概念を払拭した質の高い商

品を数多く世に送り出すようにな
った。
現在、その種類は、チーズケー
キやモンブラン、チョコレートケ
ーキなどの定番商品に加え、季節
ごとの素材を使ったケーキやタル
トなど合わせると年間１００種類
を超える。商品は種類に応じ、カ
ットケーキ専用の大型自動生産ラ

イン工場と手作り生産工場で製造
される。自動ライン工場では、１
日に２０００ホール、約２４００
０食のカットケーキが生産され、
手作り生産ラインでは、「本物志向」
を求める消費者のニーズに対応し
た商品がひとつひとつ手作業で作
られる。
シーズンごとの新商品は半年以
上前から開発がスタートする。４
月にはクリスマスケーキの企画と、
いち早くトレンドを予測した商品
開発に取り組んでいる。テストキ
ッチンでは週に２～３回試作会が
開かれ、原料から工法まで細やか
なチェックが行なわれる。その後、
「トレーサビリティー」をキーワー
ドに徹底した管理計画のもと商品
化し生産される。
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「冷凍」の概念を払拭した本格洋菓子

種類も様々なカットケーキに人気のクリスマスケーキ

「安心・安全」テーマに徹底した品質、衛生管理を整えた工場。自動生産ラインでは１日に２０００
ホール約２４０００個のカットケーキが生産される

商品開発部と生産本部共同で新作商品の試食会。何度も試食会を重ね商品が完成する

テストケースで実施した「キッズ工場見学」の様
子。「次の世代を担う子ども達にもっと製造業のお
もしろさを見てもらいたい。新工場では見学スペ
ースも設置したい」と舛田社長

前原ＩＣにほど近い「Ａ産業団地」の一画を予定

関東地区への販売が好調
０９年前原市に
本社工場を新築移転

ISO9001（2000）
国際品質マネジメントシステム規格
認証取得（H17年8月）

「消費者の食品に対する目が厳
しい今、ハード・ソフトの両面で
厳しさに応えられる高品質の工場
と体制を構築する必要がある」と、
新工場の完成を控えISO9001に続
きISO22000の取得も視野に入れ
ている。「技術革新・特許の取得」
を目指した商品開発を目指し、九
州大学との産学連携にも積極的な
姿勢を見せる舛田社長は「株式公
開も視野に入れ、日本一の冷凍洋
菓子メーカーを目指す」と意気込
む。次なるステージへの階段を一
歩一歩着実に登る同社のこれから
に注目したい。

株式公開も視野に


